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九州大学図書館体系のマスタープラン作成のために

　九州大学では標記の課題について，ここ数年にわたって準備的な諸作業にあたってきた。本

年は是非早い時期にこれらをとりまとめ，それの実現へ進みたいと図書館側では希望している。

マスタープランの作成にあたって，図書館長側で用意すべきものとして，すでに準備しおえて

いるもの，あるいは準備しつつあるものをここに紹介し，学内各位のご熱心なご関心におこた

えしたい。そして，さらにこれらに関しても，今後とも種々のご指示，ご忠言を賜わりたいと

存じている次第である。

　（工）図書館白書の作成　その目的は，九州大学の全学にわたって，図書行政の全般につい

て歴史的な沿革をたどりながら，現況をあきらかにし，問題点を明らかにすることである。

　（皿）図書館活動のあるべき姿および基準状況の設定　大学図書館の近代化の目標としては，

すでに日本学術会議勧告，文部省図書館施設委員会案等がある。九大の場合，これらを参照し

て，全学的な図書館体系のあるべき姿，中央館，分館，部局図書館（室）の間に，研究・学習・

総合・保存の四つの図書館機能の分担を相当の細部まで明確にすることが必要である。

　（皿）予算および要員確保の問題に対する解決案　この件については図書館側の実状はすで

にご報告した通りである。図書館体系のマスタープランは，予算および要員の確保の問題に対

して，将来とも解決の見通しがなくては，全く砂上の楼閣である。予算および要員の問題は，

図書館体系における組織問題とも当然関係してくるであろうし，予算配分の問題，職員の定員

配分の闘題にも関係してくる。

　ここ数年，中央図書館の新築計画に関連して図書館商議委員会では，種々の委員会を設けて

検討に検討を重ねてきた。学内各位におかれてもすでにご了解と思うのであるが，上記のマス

タープランなしには，中央館の新築問題の構想は成り立ち得ない。図書館新築問題のあるとこ

ろでは，各大学とも図書館マスタープランの作成にあたっている。中央館新築問題は全学共通

の問題である。ここに九州大学の図書館の近代化の成否がかけられている。一部局の建築促進

運動の形をとってはいるが，学術情報センター，学習センターの機能の良否は，九大の将来に

かかわるものである。全国各大学は，それぞれ今，この種の問題の検討にあたり，きたるべき

時代への脱皮をはかろうとしている。この機会に学内各位に，より一層の深甚（じん）のご関心

と有力なご支援とをお願いしてやまない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（附属図書館長　北川敏男）
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九州大学附属図書館の充実について思うこと

柳 春 生

　図書館の商議委員をして二年となり，やがて任期もつきるが，私にもようやく図書館という

ものがどんなものかということが少しばかりわかりかけてきた。戦前，九州大学法文学部文科

の学生のころ，西洋史学の卒論かきに京大，東大の図書館をたずねたことがあったが，京大は

そうとは思わなかったが，東大図書館の充実した内容にはまったく驚かざるをえなかったし，

また，その反面九大図書館があまりにも貧弱にみえた。そういう感想は当時またひとしく誰し

ももらしていたところでもあった。

　大学の附属図書館をどう考えるかということについてはいろいろの考えかたがあろう。しか

し，いちおうは全学的意義をもつ書籍，もしくは，例えば文科系全体のみにひとしく共通する

書籍は図書館にそなえつけられるべきではなかろうか。そういう点では早大の図書館はよく配

慮されているように思う。最近は，どうしても文科系に共通してどこかにあってほしいと思わ

れる書籍が写真版とかゼロックス版で非常にふえてぎた。　ドイツで印刷されたJleHvaHCKvati

c60PHHK（レーニン文集37冊）などもその一例で（これは福岡大学図書館ではすでに購入され

ている），価格も高価になってきた。しかるに九大の附属図書館の予算はあまりにも貧弱であ

って，当然備えつけてもらいたい書籍，ぜひとも希望される書籍ですら購入できずにいる。た

とえば，ソ連の大百科辞書（Bodibmafi　Co6eTcKafi　5）HUHKnol16an∬）は，これまで各学部，部局

の教授たちから要望があったにもかかわらず，単価は安いが61冊にのぼるために，いまだに購

入できずにいる。最近ゼロックス版で出ているApxAB　MapKca　va∂Hre」lbca．　ToM．1－II．　Marx

Engels　Gesamtausgabe．　Erste　Abteilung．　Bd．1－6．も図書館Va　一揃（そろ）いはあってよい

と思う。辞書類については，戦前から比較的配慮されていたギリシャ語，ラテン語の辞書も点

検してみたら戦時中の疎開などで本がいたんでおり，また再版されていることゆえ，ぜひ再度

購i賦してもらいたい。戦前，私達が愛用していた：Liddell，　Greek－English：Lexicon；Lewis，

a：Latin　Dictionary；Georges，　AusfUhrliches　Deutsch一：Lateinisches　Handw6rterbuchそ

の他，戦後の新興社会主義国すなわち，中国，朝鮮，ベトナム，モンゴル，東欧人民民主主義

諸国（ポーランド，チェコスロバキア，ルーマニア，アルバニア，ハンガリー，ブルガリア，

ユーゴスラビア）の辞書もいちおう揃えてもらいたいという希望もある。

　このように考えるとどうしてもいまの図書館予算ではまかないぎれない。私はしらないが，

理科系にしても図書館に備えつけるべき書籍類は当然自然科学の飛躍的発展とともにふえてい

くであろう。学生の指定図書費にしてもあまりにも低すぎる。教官研究費の増額はもちろん必

要であるが，同時に共同的意義をもつ中央図書館を充実せしめるための予算をいかにたかめて

いくか，そして図書館をもう少し権威ある姿にするかということはよく考えられねばならない

ことであろう。

　つぎに，図書館における図書のカード作製の問題がある。いま，法・文・経・教育4学部の

図書カード作製は図書館でなされている。そして，カード作製で苦労するのはロシア語の本と

古文書であるときいている。私もそのことを知っているので，法学部に購入してもらうロシア

語の図書については，以前には著者名と書名とをローマ字で入れていた。ロシア語の本には著

者名や編集者名を表紙にかかないで別のところにかいたり，あるいは書物の末尾にかいたり，

まったくさがすのに骨がおれる。しかも編集者名がおびただしくならんでいる。共同研究の作

品であるということを示すためだろうが，カードをとる人にはまったく人泣かせといえる。私
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自身ですらいやになるときがある。しかるに，法経の研究室事務室のカードをみると，著者名

や編集山名が洩れなくかかれており，カードー枚一枚をみて，よく当該書籍の内容がわかるよ

うにカードは見事にできている。ここまで丹念に労働をおしまずカードをつくってくださる図

書館の職員各位に私は心から感謝している。いかに蔵書が数十万冊あっても，カードが立派に

できていなければ，それらの書籍は死蔵されているに等しい。一枚のカードが一冊の本を利用

していく各世代の人々の導きである。この意味で図書職員の仕事は大学の建設にとって決定的

な意義をもっているといえる。

　しかるに図書館を中心とする図書職員の待遇はまったくひどいものである。法律的には図書

職員は行（一）四等級までゆき’うることになっているはずだ。しかるに，私の調べたところでは，

直別定数は1－2名にすぎない，しかも役職員は固定している。これではあれだけの重要な労

働にみあう待遇といえるであろうか。しかも，図書職員はたとえ初歩的とはいえ数箇の外国語

が強要される。最近ではロシア語ですら読めねばならない。経済学部のある図書職員は，チェ

コスロバキア語まで自費で辞書や文法書まで購入して学習している。それで，こういう熟練し

た図書職員のためには，学校として，また文部省，人事院で真剣に待遇のことを考慮すべきで

はなかろうゑ。さらには，職員にまでなれないでいる多くの非常勤職員がいる。それらは早く

定員を獲得して常勤職員とすべきであり，こうした人にたいする人としてはずかしくない待遇

をまじめに考えてこそ，その人たちの仕事の意欲と業務の向上は達成せられるであろう。よけ

いなことを述べたとも思われるかもしれぬが，予算をとればよいというのでなく，職員の過重

な，かつ貴重な労働に応ずる俸給を要求してこそ，図書館の近代化も達成ぜられるといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　（やなぎ・はるお；産業労働研究所教授，附属図書館商議委員）

資　料　紹　介

風俗画報および別冊索引について

一中央図書館および教養部分館所蔵一

　風俗画報は，明治22年2月の創刊から大正5年4月の廃刊まで，約30年間にわたって478

号を重ねた社会世相一般にわたる研究論文の掲載雑誌である。明治・大正期はもとより遠くさ

かのぼって江戸時代の，風俗・土俗・方言・文学・法制・民俗・民芸・絵画・写真・地誌・音

曲等を余すところなく網らし，その内容の豊富さは特異な百科事典といっても過言ではない。

しかもこの風俗画報は，別冊索引を備えることにより，その利用価値を一層高めている。いか

に貴重な資料でも，478冊におよぶぼう大な雑誌の中から，目的の記事を検索することは容易

なことではないが，昭和17年，宮尾しげを氏によって細目綜覧が発刊されて以来その不便が解

決された。約7000におよぶ固有名詞を含む件名が50音順に配列された114ページの別冊索引は，

即座に目的の号数を教えてくれる。この索引は500部の限定版のため入手困難であったが，昭

和34年青蛙房より重版が出て，その不便さも解消された。

　現在のところ，新聞社や放送局関係者がひん繁に利用しているが，学内では数名の教官の利

用をみるだけである。この方面の研究者は，この別冊索引を複製して手許に用意しておけば，

利用によりいっそう便利となるであろう。
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学内図書館めぐり

　　　　　　　中央図書館の沿革（13）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現　　況　（3）

　　附属図書館事務部事務分掌規則の制定

　大正15年2月に制定された「附属図書館処i務細則」は，昭和18年に廃止され，新しい「附

属図書館処務細則」が制定されたことは，既報（本誌2巻2号）のとおりであるが，この当時

までは，掛としては司書掛および事務掛の2掛であった。

　戦後の混乱期が過ぎて，新制大学における図書館のありかたが，大学図書館界で重要課題と

してとりあげられた。九州大学においても，まず中央図書館事務部の機構は，このころから拡

大されることになった。その経過は次のとおりである。

　（1）昭和23年6月，受入掛が設けられた。

　（2）昭和24年9月，庶務掛；目録掛が設けられた。

　（3）昭和25年9月，閲覧掛が設けられ，事務長のもとに庶務・受入・目録および閲覧の4

　　掛で，事務を分掌することが約10年聞続いた。

　（4）昭和35年11月，参週掛が設置され，大学図書館の重要な機能である参考事務や文献複

　　写業務をとり扱うこととなった。

　（5）昭和36年9月，情報資料掛が設けられたので，中央図書館は6掛となった。また，医

　　学部分館に受入・目録・閲覧の3掛が設けられた。

　（6）昭和36年11月，教養部分館に受入目録・閲覧の2掛が設けられた。

　（7）昭和37年2月，中央図書館に会計掛が設けられたので，従来庶務掛が会計事務をとり

　　扱っていたが，名実ともに庶務・会計両掛の事務分担が明確になった。

　（8）昭和40年4月1日から，北海道・東北・名古屋・大阪・九州の国立大学附属図書館に

　　部課制が実施された。九州大学は，事務部に整理課（庶務・会計・受入・目録の4掛），閲覧

　　課（閲覧・参考・情報資料の3掛）が設けられ，2課7掛の機構iとなり，今日に至っている。

　昭和36年11月8日付けで，九州大学事務組織規則（昭和34年9月22日達第14号）第17

条にもとづき，新しく「附属図書館事務部事務分掌規則」が制定され，同年9月1日から適用

された。その後，会計掛が設置されたので，この規則の一部が改正されて，昭和37年2月1日

から施行された。さらに，昭和40年4月部課制の実施により，昭和40年12月23日付けで，

「附属図書館事務部事務分掌規則」が制定され，同年4月1日から適用された。その現行規則

は，次のとおりである。なお，附属図書館の事務機構図は，別に示すとおりである。

　　九州大学附属図書館事務部事務分掌規則

　　　　　第1章　総　　則

第1条　この規則は，九州大学事務組織規則（昭和
　40年7，月13日施行）第24条の規定に基づき・，附属

　図書館事務部（以下「事務部」という。）の事務分

　掌を定めることを目的とする。

第2条事務部に次の2課ならびに医学部分館業務
　主任および教養部分館業務主任をおく。

　　整理課

　　閲覧課

第3条　分館業務主任は，分館長の命を受け，図書

　館事務部長の統轄のもとに当該分館の業務を掌理
　する。

　　　　第2章　本　　館
第4条整理課に次の4掛をおき，その事務を分掌
　させる。

　　庶務掛

　　会計掛

　　受入掛

　　目録掛

2　庶務掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　図書館の所掌事務に関し，連絡調整する

　　こと。

　2　館長印，館印等公印の管守に関するこ。

　3　図書館商議委員会その他の会議に関すること。

　4　公文書の接受，発送および整理保存に関する

　　こと。
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5
6
7
8
9
1
0
1
1

調査，統計その他諸報告に関すること。

諸規則の制定，改廃等に関すること。

職員の任免，給与等に関すること。

職員の服務および健康管理に関すること。

人事記録その他人事に関すること。

宿日直に関すること。

前各号に掲げるもののほか，他の毒血の所掌

　　に属しない事項に関すること。

3　会計掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　予算：および決算に関すること。

　2　物品（図書館法第3条に規定する図書館資料
　　を除く。以下同じ。）の調達および管理に関する

　　’こと。

　3　物品についての物晶管理簿，出納簿および供

　　用聞の記帳整理および保管に関すること。

　4　給与等の支給に関すること。

　5　共済紐合に関すること。

　6　警備取締りに関すること。

　7　国有財産に関すること。

　8　前各号に掲げるもののほか，会計に関するこ

　　と。

4　受入掛においては，次の事務をつかさどる。

1
9
］
3
4
一
b

図書館資料の発注および検収に関すること。

図書館資料の受入れに関すること。

寄託図書館資料に関すること。

製本等に関すること。

図書館資料についての「物品請求及命令書」

　　の作成および保管に関すること。

　6　図書館資料についての物品管理簿等の記帳整
　　理および保管に関すること。

　7　図書館資料の管理換え，除籍等に関すること。

　8　蔵書印および登録印の管守に関すること。

　9　前各号に掲げるもののほか，図書館資料の受

　　入れに関すること。

5　目録掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　図書館資料の目録カードの作成に関すること。

　2　図書館資料の各種カード目録の編成に関する

　　こと。

　3　図書館資料の分類に関すること。

　4　図書館資料の総合カード目録の編成および保
　　管に関すること。

　5　図書館資料の冊子目録の編さんに関すること。

　6　国立国会図書館印刷カード目録の編成に関す

　　ること。

　7　図書館資料の公用貸出しに関すること。

　8　前各号に掲げるもののほか，図書館資料のR
　　録に関すること。

第5条　閲覧課に次の3掛をおき’，その事務を分掌

　させる。

　　閲覧掛

　　参考掛

　　情報資料掛

2　閲覧掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　図書館資料の閲覧および貸出しに関すること。

　2　図書館資料の閲覧および貸出しに関する書類
　　の整理保管に関すること。

　3　製本または修理を要する図書館資料の調査お

5

よび処理に関すること。

各種閲覧用目録の整理保管に関すること。

各種閲覧用目録の検索指導に関すること。

図書館資料の利用統計に関すること。

各種法令集等の追録の加除整理に関すること。

図書館資料の保管に関すること。

閲覧室および書庫の整備保全に関すること。

前各号に掲げるもののぬか，　図書館資料の閲

　　覧に関すること。

’3　参考掛においては，次の事務をつかさどる。

図書館資料の利用案内に関すること。

参考図書および参考資料の整備に関すること。

各種の書誌的資料の作成に関するここ。

図書館資料の相互貸借に関すること。

図書館資料の複写に関すること。

図書館資料の交換に関すること。

前各号に掲げるもののほか，参考業務に関す

　　ること。

4　情報資料掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　学術文献資料の収集，整理および調査に関す

　　ること。

　2　各種研究機関，学会および研究者の研究成果

　　等の調査に関すること。

　3　学術文献情報の速報および提供に関すること。

　4　学術文献情報の抄録，索引等の作成に関する

　　こと。

　5　各種学術文献情報機関との相互協力に関する

　　こと0

　6　国立国会図書館等の編さんにかかる総合目録

　　の原稿カードの作成に関すること。

　7　前各号に掲げるもののほか，学術情報の管理

　　に関すること。

　　　　　第3章　医学部分館

第6条医学部分館の業務を分掌させるため，次の
　3掛をおく。

　　受入掛

　　目録掛

　　閲覧掛

2　受入掛においては，次の事務をつかさどる。

分館事務の連絡調整に関すること。

分館長印，分館印等公印の管守に関すること。

分館運営委員会その他の会議に関すること。

調査，統計その他諸報告に関すること。

予算，決算その他会計に関すること。

収書計画に関すること。

図書館資料の受入れに関すること。

図書館資料の管理に関すること。

製本等に関すること。

図書館資料の交換に関すること。

前各号に掲げるもののほか，他掛の所掌に属

　　しない事項に関すること。

3　目録掛においては，次の事務をつかさどる。

　1　図書館資料の目録カードの作成に関すること。

　2　図書館資料の目録の編成および保管に関する

　　　　こと。

　3　図書館資料の冊子目録の編さんに関するζと。
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　4　図書館資料の分類に関すること。

　5　日本医学図書館協会総合日録の原稿カードの

　　作成に関すること。

　6　図書館資料の検索手段の整備改善に関するa
　　と。

　7　前各号に掲げるもののほか，図書館資料の目

　　録に関すること。

4　閲覧掛においては，次の事務をつかさどる。

図書館資料の閲覧および貸出しに関すること。

図書館資料の利用統計に関すること。

図書館資料の参考業務に関すること。

図書館資料の相互貸借に関すること。

図書館資料の複写に関すること。

図書館資料の保管に関すること。

前各号に掲げるもののほか，図書館資料の利

　　用に関することσ

　　　第4章　教養部分館

第7条　教養部分館の業務を分掌させるため，次の

　2掛をおく。

　　受入目録掛

　　閲覧掛

2　受入目録掛においては，次の事務をつかさどる。

1
9
臼
n
δ
4
p
O
｛
b

分館事務の連絡調整に関すること。

分館長野，分館印等公印の管守に関すること。

分館運営委員会その他の会議に関すること。

調査，統計その他諸報告に関すること。

予算，決算その他会計に関すること。

図書館資料の受入れに関すること。

図書館情報

　7　製本等に関すること。

　8　図書館資料の交換に関すること。

　9　図書館資料の目録カードの作成および各種カ

　　ード目録の編成に関すること。

　10　図書館資料の分類に関すること。

　11　図書館資料の冊子目録の編さんに関すること。

12　前各号に掲げるもののほか，他掛の所掌に属

　　しない事項に関すること。

3　閲覧掛においては，次の事務をつかさどる。

図書館資料の閲覧および貸出しに関すること。

図書館資料の利用統計に関すること。

図書館資料の参考業務に関すること。

図書館資料の相互貸借に関すること。

図書館資料の複写に関すること。

図書館資料の保管に関すること。

前各号に掲げるもののほか，図書館資料の利

用に関すること。

第8条
2　掛長は，上司の命を受け，所掌事務を処理する。

第9条　各掛に主任をおき，その事務を分掌させる

　ことができる。

　　　　　　付　則

　1　この規則は，昭和40年12月23日から施行し，

　　同年4月1日から適用する。

　2　附属図書館事務部事務分掌規則　（昭和36年11

　　月8日施行）は，廃止する。

　第5章　雑　　則

下掛に掛長をおく。

九州大学附属図書館事務機構図　昭和42年1A1日現在
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備考：館長，分館長は併任である。（）内は定員内掛員数，○内は非常勤職員数である。
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